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陳 思勤 

知的基盤総合センター・教授 

 

【研究】 

・フランスのストラスブール大学国際知的財産シンポジウム及び IÉSEG School of 

Management セミナーに登壇し、生成 AI と著作権分野に関する研究成果の一部を報告し

た。（2024年 9月 24日（火）ストラスブール大学、2024年 9月 27日（金）IÉSEG School 

of Management にて）。 

・「第 6 回中国・EU イノベーションと競争に関する国際シンポジウム －データ、知的財

産と競争－」（主催：中国・同済大学）において、「日本法における限定提供データの保護と

最新の動向 －不正競争防止法を中心に」をテーマとした報告を行った（2024年 10 月 30

日（木）、同済大学・上海国際知識産権学院にて）。 

・「国際商取引学会」の第 27 回全国大会において、「生成 AI と著作権－中国法の視点」を

テーマとした個別研究報告を行った（2024年 11月 9日（土）、同志社大学にて）。同研究内

容は「国際商商取引学会年報」（第 26号 2024年）に寄稿した。 

・教科書『商標法』および『特許法』（有斐閣、2025年出版予定）の原稿の一部の改訂作業

等を行った。 

 

【教育】 

・法学研究科の講義「意匠法」、「不正競争防止法」及び「知的財産関係条約」を担当した。 

・法学研究科と高等司法研究科同時開講の講義「総合演習（アジア知的財産法）」の中国法

部分を担当した。 

・全学共通教育の講義「知的財産モラル」を担当した。 

・留学生のサポート役として、留学生の学習支援などを行った。 

・担任教員として、1年生 3名、2年生 3名の研究指導を行った。 

 

【管理運営】 

・評価委員会の委員長として、部局の年度アクションプランに沿って、達成状況を確認し、

評価書類を作成し、評価委員会による評価の資料にあてた。 

・留学生教育委員会の委員長として、留学生に勉学・研究上のサポートを行った。 

・全学教育推進機構留学生専門委員会の委員として、年間 4回委員会に出席するほか、法学

部の新入留学生との面談や留学生のためのチューター募集ポスターの掲示などを行った。 

 

【社会貢献】 

中国、フランス、日本のシンポジウム、学会等において研究報告を行い、研究成果の海内

外への情報発信に努めた。 


